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熊本城の本丸は「天守台」「平左衛門丸」「数寄屋丸」
「飯田丸」「東竹の丸」「竹の丸」「西出丸」に分ける
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形から入る 
今はチャリダー／東部ブロック

COFFEE BREAK 

六月に入ってから、立て続けに２ヶ所（２本）の枇杷の果実

取りをした（するはめになった）。高枝切りバサミと脚立で

大きな葉を落としながら、実の付いた枝を切り挟んで、伝い

してくれる人の手元までハサミを振り回してを繰り返して取

っていく。中々の重労働であることに気が付いた。パッと見

では、大したことなさそうで、１０分１５分で終わるだろう

程度の甘い気持ちで始めるがこれが中々大変で大体１時間以

上は楽にかかってしまうので、始める時は要注意、暇な時に

限る。始めると見る見るうちに箱やバケツがいっぱいにな

り、大体１本の木で１５ｋｇ～２０ｋｇ位は収穫できる。２

本の内１本は、事務所の玄関前なのだが、例年面倒くさがっ

ているうちに、カラス他の鳥たちや台湾リスに食べられてし

まう。この食べられてしまうタイミングが絶妙で、色もきれ

いな橙色になり、もうそろそろ落ち始める実が出始めるか

な、人間目にもおいしそうに見えて、今日か明日にでも取ろ

うかというタイミングで全滅することが多い。今回は、まだ

青い実が多少あるかなという位でベストだった。 

 もう１本は、知り合いのご高齢の方のうちで木の背が高く

とても届かないということなので、脚立に登って取ってあげ

た、同じ位収穫できた、お礼に少し持って行けと言われた

が、頑なにお断りしてすべて持って行ってもらった。取るば

かりで自分は特に好きなわけでもないので、取っている最中

にひとつだけその場で食べる。木ごとにまた生息場所やその

木の日の当る所当らない所によってみんな味が違うのでおも

しろい。自分は甘いものより少し酸味があってみずみずしい

タイプが好みだが、収穫するとあまり食べたいと思わなくな

る。他にも周囲が竹藪なのでタケノコも GW あたりに取れる

し、枇杷の木の横に柿の木もあるので、秋に又一仕事、暇な

時ならいいが、忙しいとカラスに負けてしまう。ちなみに事

務所の枇杷は娘が喜んで持って帰った。 

収穫
Ｐ  ／東部ブロック

無礼句 

 私は多趣味である。しかも飽きやすい。今までスキー、ウイ

ンドサーフィン、ダイビング、ゴルフと様々なものにチャレン

ジしてきました。一番悪いのは、どれもお金が掛ることです。

私は、どうしても形から入る癖があり、いい道具が欲しくな

る。ウインドサーフィンもダイビングも、道具にお金を掛けて

いました。ダイビングなどは、さらに悪いことに南の島に何回

も行き潜っていました。全部を続けるのは不可能なので、一つ

始めたら今までやっていたものは、きっぱり辞めていました。

 それで今はチャリダーです。最近、弱虫ペダルという漫画も

流行っていますがロードバイクに乗っています。近年の健康ブ

ームで、ロードバイク以外でも自転車に乗っている人が増えて

居ますね。車の運転中にも自転車を見かけると、どんなのに乗

っているのか、つい見てしまいます。 

 ロードレーサーといっても、数万円のものから１００万円以

上のものまでピンきりです。フレームやホイール、コンポ（変

速システム）によっても値段は変わってきます。今は 4 台所有

しています。（妻には全部一度に乗れないのだから必要ないで

しょと言われています）。すべてイタリア製にしたものが、お

気に入りですが６０万円掛りました。 

 アメリカ製の軽量マシンもあります。これは超軽量なので片

手で軽々持てます。自転車レースは軽量化が最大の勝因と言わ

れています。自転車軽くする前に、お前の体を軽くしろと言わ

れますが・・・なにせ形から入るものですから、体はおいおい

絞ります。 

 最近は、月一で行う仲間との走行会や峠を登る自主練習、江

の島行ったり富士山一周したりと楽しいです。しばらくはチャ

リダーに専念したいなと思っています。 

 先日１６０万円のチャリ欲しいなーって言ったら即座に却下

されました。ま、当然ですね。 
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